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１２ セクシュアル・ハラスメントについて

（１）セクシュアル・ハラスメントの被害経験について

図Ⅱ-12-１ セクシュアル・ハラスメントの被害経験[全体、性別]（前回調査比較）

セクシュアル・ハラスメントを受けたことがあるかたずねたところ、「受けたことがある」が
14.6％、「受けたことはない」が 78.2％だった。
性別にみると、「受けたことがある」は女性が 19.9％で、男性の 5.5％よりも 14.4 ポイント高く

なっている。
前回調査と比較すると、「受けたことがある」が 2.5 ポイント増加し、そのぶん「受けたことは

ない」が 2.8 ポイント減少している。

（２）セクハラを受けた後の行動について

セクハラを受けたことがある人に、その後どういう行動をとったかたずねたところ、「特に何も
しなかった」が 46.1％で最も高く、次いで「家族や友人に相談した」が 26.1％だった。
性別にみると、「特に何もしなかった」は男性が 60.9％で、女性の 44.3％を 16.6 ポイント上回

った。「職場の上司や学校の先生などに相談した」は女性が 17.9％で、男性の 4.3％よりも 13.6 ポ

問１７ あなたは、セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）を受けたことがありますか。

問１８ （問１７で「受けたことがある」と答えた方におたずねします）その後、あなたはどう
いう行動をとりましたか。次の中からいくつでも選んでください。



- 64 -

イント高くなっている。
前回調査と比較すると、「特に何もしなかった」「公的な相談機関や警察、弁護士などに相談し

た」は男女とも減少している。「家族や友人に相談した」は女性が 10.7 ポイント減少しているの
に対し、男性では 21.7 ポイント増加している。

図Ⅱ-12-２ セクハラを受けた後の行動[全体、性別]（前回調査比較）

《平成 27 年》 《令和２年》

「その他」の内容

《女性／20歳代》
l 退職した。
l 職場を辞めた。
l はぐらかす。

《女性／30歳代》
l 気にしてなかった。
l 距離を置いた。
l 害があることでは無かったため笑って流した。

《女性／50歳代》
l 友人に話はしたが相談というほどではなかった。

（％）

相手に直接抗議した

職場の上司や学校の
先生などに相談した

家族や友人に相談した

公的な相談機関や警察、
弁護士などに相談した

特に何もしなかった

そ の 他
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l 自分で解決した。

《女性／60歳代》
l 仕事をやめた。
l 上司と相手が同じ考えだった。

《女性／70歳代以上》
l どこにでもあることだからそういう事を言っても笑われるだけなので自分で対策を考え

た。


